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論 文 内 容 の 要 旨

【日的】

冠 動脈血 流の検 出率は超音 波診断装 置の技術進 歩に伴い向 上し.広 く臨床の場で 利用されている.薬 物負

荷での 経胸 壁 ドプラ法 を用 いた冠 血流予備 能に関する報告は多 数あ るが,運 動負荷時 の ものは少ない.そ の

理 由として トレッドミル,エ ルゴメー ター等の動的 負荷 時には心 拍 数の増加や呼 吸の変動 により検 出が 困難であ

ることが考えられる.一 方,静 的負荷であるIlandgriptestは 心 拍数の増加が 軽度で呼 吸の変動もなく経 胸壁

ドプラ法による冠 血流の検 出が可能である.

【方法 】

そこで我 々は虚 血性心疾 患の診断で入院 し,冠 動 脈造 影検査 を施 行 し得た83例 のうち左 冠動脈前 下行枝

(LAD)の 血 流が経 胸壁 ドプラ法にて検出可能であった57例 に対 し,最 大 握力の50%の 負荷にてHandgrip

testを5分 間施行 した.検 出したLADの 拡張期最大 血流速(diastohcpeakvelocit}・:DPV),時 間速度積 分

値(timevelocityintegral:TVI)のHGTに よる増加 率を求め,冠 動脈 造影にてLADに70%以 上の有意狭

窄を持 つS群 と持 たないN群 とに分け比 較検討 した.

【結果 ・考察 】

両群 において,心 拍 数 拡張 期血圧,収 縮期血 圧はHandgrlptest後 には いずれ も有意 に増 加 を認めた

(p<0.05).し か し,DPVTVIはN群 では有意な増加を認めたが(p<0.05),S群 では認めなか った.両 群 に

おいて冠 動脈造 影検 査施行 し求めたLADの 狭窄率 とDPV,TVIのHandgriptest施 行後の増加 率を比較

検討 したところ,増 加率のcutoff値 を1.2倍 とすると,DPVは 感度82.1%,特 異度86.7%で,TVIは 感度

78.6%,特 異度83.3%で70%以 上のLADの 狭窄病 変を診 断することが出来た.以 ヒのことか らHandgrip

test前 後で 経胸壁 ドプラ法 を用いて求めたLADのDPV,TVIの 増 加率か ら狭窄病変の診 断が 可能であると

考えられた.

【結論 】

本 研究は,左 冠動 脈前下行枝の狭窄 病変の診断に限られているというhmitationは あるが,現:在,心 筋虚∬且

の診 断法 として用 いられている心 筋シンチグラムのように高価 でなく,放 射線 被曝 もなく,ま た薬物 負荷のよう

に点滴 ルー トの必 要もないHandgriptestを 施行することにより経 胸壁 ドプラ法を用いて冠動脈狭 窄病変を非侵

襲的 に診 断出来ることを初めて明らかにした,
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